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はじめに 

近年の水害による被害実態を見ると、河川改修の進展に伴い、河川の氾濫
はんらん

や堤防の決壊など、いわゆ

る外水氾濫については一定の安全度が確保される一方で、低平地での市街化や資産の集積によって被害

のポテンシャルは増大しています。さらに、昨今では短時間の記録的豪雨（「ゲリラ豪雨」）の発生や、年ごと

の少雨と多雨の変動幅の拡大などにより、災害危険性は年々高まっていると言われています。 

気象庁によると1時間降水量50mm以上の「非常に激しい雨」の年間発生回数は、2007～2016年の10

年間と、1976～1985 年の10年間と比べて約1.3倍に増加しています（アメダス1,000地点あたり）。【気象

庁：アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化について】 

そうした中、都市化に伴って地域のつながりが弱くなったことなどか 

ら、地域で「暗黙知」として共有されてきた水害の知識が継承されなく 

なり、知らぬうちに、行政に依存しがちな、水害に対する「無関心」が 

拡大してはいないでしょうか。 

行政が河川改修などのハード面の整備を進め、水害の発生自体 

を抑えることはもちろんですが、いざ水害が発生した際は、自分自身 

や家族の安全を守ること（自助）や、近所への声かけなどにより地域 

全体で助け合うこと（共助）など、水害への心構えを普段から育むこと 

が大切です。 

愛知県では、無関心層へ“気づき”を与え、“気づき”を得た住民が、 

水害の怖さやしくみを“理解”し、いざ水害が発生したときには的確な 

“判断”と正しい“行動”ができるよう、スパイラルアップしていけること 

を目指した「みずから守るプログラム」を推進しています。 

ここに、その成果の一つとして「手づくりハザードマップ作成手引き」をご提供します。 

この取り組みは、お住まいの市町村から各世帯に配布されている洪水ハザードマップを、自らのこととして

“理解”し、マップの活用に際して的確な“判断”ができるように、地域の皆様で「まち歩き」を行い、経験した

水害の話や、大雨のときに注意すべきことなどについて意見交換を行うことで、水害に強い地域づくりとなる

ことを目的としています。また、災害避難カードは、世帯ごとに作成することで家屋ごとに異なる浸水危険性

を明らかにし、確実な避難のきっかけとなることを目的としています。 

「安きに居りて危うきを思う、思えば則ち備え有り、備え有れば憂い無し」 

これは孔子の「春秋」の注釈を記した「春秋左氏伝」という中国の古典に書かれた一文です。最後の「備

えあれば憂い無し」は大変有名な格言ですが、その前で、「安きに居りて危うきを思う」と説いていることが重

要です。備えが有れば憂いが無くなるのは当然です。むしろ備えができていないことが問題で、そのためには

普段から緊急事態を想像することから始まると孔子は語っており、手づくりハザードマップの作成は、そのきっ

かけになるでしょう。 

この手引き（運営者編）は、手づくりハザードマップの作成にあたっての、運営側の立場となる町内会・自

主防災会の役員の方々のために作成したものです。この手引きの活用により、地域全体で水害に対する理

解が深まるなど、水害に強い地域づくりの一助になれば幸いです。 

※参加いただく地域住民のみなさまには、別途「参加者編」を用意しておりますので、合わせてご活用ください。
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愛知県では、無関心層へ“気づき”を与え、“気づき”を得た住民が、水害の怖さやしくみを“理

解”し、いざ水害が発生したときには的確な“判断”と正しい“行動”ができるよう、スパイラル

アップしていけることを目指した「みずから守るプログラム（みずプロ）」を推進しています。

平成 23年度から始まった「手づくりハザードマップ」は、愛知県内で 110か所で作成が進み、水害
に対する住民の意識づくりと水害に強い地域づくりやＮＰＯ活動の活性化に貢献してきました。

しかしながら、これまでの手づくりハザードマップづくりは「挙手制」であったため、水害危険

性の高い地域で必ずしも作成されているわけではありませんでした。そこでこれからは、水害危険

性の高い地域を「重点地域」として位置付け、そうした地域を中心に進めることとしていきます。

一方で、水害や避難に対する社会環境も大きく変化しています。

平成 26年度には「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」が改定され、「災害避
難カード」が位置付けられました。また、平成 27 年度には水防災意識社会再構築ビジョンが示さ
れ、「家屋倒壊危険区域」などといったリスク情報をより積極的に公表することで、「住民等の主体

的な避難の促進」を一層求められるようになりました。

そうした中で、平成 27 年 9 月に関東・東北豪雨の発生で鬼怒川が決壊して住民が取り残される事
態が発生し、ますます情報伝達のあり方や避難の重要性について、見直すべき必要が出てきました。

 このことをふまえ今回の手引きのバージョンアップの運びとなりました。
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Ⅰ．手づくりハザードマップって何？

それは、マップづくりを通して、水害について

学び・知り、地域の和をつくる場です。

なぜ、手づくりでマップを作るの？ 

地域で想定される最大被害（洪水ハザードマップの記載内容）を学びます 

お住まいの市町村からは、50～150年に一度の大水害を表した「洪水ハザードマップ」が配布されていま
す。そこから、近傍の河川が氾濫したときに想定される最大の浸水深を学びます。

そうなってからでは遅い！早めの避難！

その上で、洪水ハザードマップの状態に至るまでの予兆や過程（内水）と、行動のため

のヒントをまとめます 
洪水ハザードマップからは、地域の危険を知ることはできますが、最大の被害を表現しているため、この

段階では、行動に移すには手遅れです。

手づくりハザードマップでは、「内水が始まり更に強い雨が降っている状態」を地図にまとめることを通

じて、お住まいの地域での早期の判断と行動につなげることを目指します。

マップづくりをとおして、こんなことが学べます。 
地域の水害特性を、正しく理解できます！

人間は「私だけは大丈夫」と考えがちですが、本当に地域で予測される最悪の状況や、地形的な特性、市

町村からの情報伝達などを理解しているでしょうか。

地域住民が話し合い、みずから水害のマップを作成することで、そうした思い込みによる「無関心」への

気づきの場、また昔は地域・家族のなかで「暗黙知」として共有されてきた知識の継承の新たな場、更には

避難勧告等の防災情報の受け手を育成する地域協働の場となり、地域の水害特性を正しく理解し、いざ防災

情報を得た際に正しい判断・行動が取れるようになります。

水害は、地震とは違う！

水害は、突発的に発生する地震とは異なり、その雨の強さや降る範囲が時々刻々と変化します。また、同

じ地域にお住まいの住民でも、局地的な窪地など地形の違い、木造・鉄筋といったお住まいの構造、またそ

のお住まいの階層によって、同じ雨でも取るべき判断と行動が異なってきます。

そのため、手づくりハザードマップの取り組みをとおし、「地域で予測される最悪の状況」を学習し「そ

うなる前の早期避難に必要な情報」を記載した手づくりのマップを作成します。

※手づくりハザードマップは、水害を自らの問題ととらえ、お住まいの地域で早期避難の際のヒントを地図にする

取り組みです。でき上がる地図は、水害に対する住民相互のヒントであって、行政が配布する地図とは異なりま

す。また、その記載内容に必ずしも従う必要はありません。
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【手づくりハザードマップでまとめること】

経験談、まちの観察、行政が予測した浸水想定から、

水の来る方向、危険な場所、逃げるタイミングや

ポイントをまとめます。
手づくりハザードマップの記載ポイント

手づくりハザードマップが対象とする災害 
洪水ハザードマップにおいて相当の浸水が見込まれる地域において、「内水氾濫（水溜りの発生や小河川の氾濫な

ど）」が発生し、更に強い雨が降り続き、そうした大きな水害に発展する恐れがある状況を対象としています。 

高潮や土砂災害について 

これらは「風水害」として一つにくくられますが、河川の氾濫とは、発生のタイミングや気をつけるべき点が異なり

ます。これらの災害については、現時点ではこの手引きの対象外となっておりますが、今後検討した上で、改訂し

ていきます。 

地震について 

水害では地形の高低が重要になり、地震で気をつけるべきこと（ブロック塀の位置など）とは大きく異なります。

そのため、地域によっては避難経路や避難所が地震と水害で異なる可能性があり、参加者が混乱する可能性が

あるため、マップを一緒にまとめない方が良いでしょう。 

地域のことを水害

の視点で見直す 

きっかけにしよう！ 
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Ⅱ．災害避難カードって何？

マップから一歩進み、自ら避難行動を起こすには

どうしたらよいかについて、考えます。

手づくりハザードマップだけではいけないの？ 

洪水による「地域の最大被害」が分かりません 

手づくりハザードマップは「予兆」とその後の「過程（内水）」をまとめるのが中心です。しかしながら、

これでは最大被害のことが学びにくく、避難の重要性に気づきにくいという問題がありました。

早めの避難の重要性を理解し、確実な避難のきっかけに！

家屋単位で、最大被害と公的機関から届く情報をまとめます 
標高や流速などから家屋ごとに洪水被害は異なるため、地域の中でも人によって避難の必要性は異なりま

す。

それぞれの世帯ごとに最大被害をまとめて避難の必要性を考えるとともに、水位情報や避難情報といった

公的機関から提供される情報を学び、「まだ大丈夫」から「もう避難しないとまずい」が切り替わる基準を

考えます。

カードづくりをとおして、こんなことが学べます。 
河川ごと・家屋ごとに異なる地域の最大被害を確認します！

洪水は自身とは異なり、河川によっても家屋によっても浸水深や流速は大きく異なるため、一人ひとりで

避難の必要性は大きく異なります。

洪水ハザードマップを改めて見直し、河川ごと・家屋ごとの最大被害を確認することで、避難の必要性を

理解します。

公的機関から提供されている各種情報を知り、「もう避難しないとまずい」タイミングを考えます！

水害は、川の水位や雨量の変化を見極めながら行動を起こす必要がありますが、河川の状況や上流の雨量

の情報等は、家の中からでは分かりません。そこで、テレビやインターネットから届く各種情報を活用する

ことが有効です。

どんな情報がどんなタイミングで入手できるかを理解し、避難行動を起こす際のきっかけづくりに役立て

ます。
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【災害避難カードでまとめること】

マップではまとめ切れなかった想定される最大被害を

家屋単位でまとめます。

自宅の水害危険度

から、避難の必要

性を考えよう！ 

・「避難行動」について、一人ひと

り想定される被害は異なりま

す。ハザードマップの浸水深を

参考に、被害に遭わない方法

を考えてみましょう。 

・手づくりハザードマップの記載

事項から、自分に関係する内

容を転記すると良いでしょう。 

・手づくりハザードマップ作成時

の意見を参考に記入します。 

・市町村の洪水ハザードマップ等

を基に、この地域でみるべき

水位観測所の情報をまとめま

す。 

・それにより、川の危険度が分か

るようになります。 

・地デジ「ｄボタン」で見ることが

できますので、参加者に知っ

てもらうきっかけになります 
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Ⅲ．手づくりハザードマップ・災害避難カードの作り方

地域の役員がリーダーとなり、住民が主体となって

作成します。市町村の職員やNPOは、支援の立場で

参加します。

マップづくりのリーダー 

町内会や自主防災会の役員が、作成にあたってのリーダーとなります。 

ワークショップ（グループ討議）や、まち歩きの企画・準備・運営を行います。 

市町村の防災や河川に携わる職員（必要に応じ支援者）への応援依頼を行います。 

講師 

町内会役員から依頼を受けた市町村の職員は、基礎図となる都市計画白図を提供する

とともに、勉強会において洪水ハザードマップや避難情報発令の仕組みやタイミング、防災

情報の入手方法等を説明するなど、専門的な視点から支援します。 

意見引き出し・他地域の経験の伝承   ※必要に応じて参加を要請します。 

防災に関するNPOやボランティアの方々の支援が得られればマップの作成や災害への心

構えなど、取り組みに有益なアドバイスが得られます。 

協力を要請された NPO・ボランティアの方々は、勉強会での啓発、ワークショップの意見引

き出し、まち歩きの支援など、その取り組み分野に応じた支援を行います。 

※マップ・カード作成は、水害を自らの問題としてとらえ、地域の自発的な取り組みを高めるものです。行

政への要望の場だけにならないよう、役員、NPOの方々の雰囲気づくりが重要です。

住民 

町内会 

役員 

支援者 
市町村 

マップ作成のリーダー 

住民の意見引き出し 

全体の運営支援 

自分の問題としての意識 

講師（マップ作成に 

必要な情報提供） 

NPOや防災意識の 

高い住民

コミュニケーション 

を重視して作成 

協力 

町内会役員 

支援者（NPO/ボラ

ンティア） 

市町村職員 
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Ⅳ．作成の手順

【町内会役員が市町村職員の支援を得て開催します】 

① 役員の役割分担 

② 参加者の選定 と グループ分け 

③ 実施スケジュール 

④ 支援者への参加要請 

⑤ 都市計画白図 と 文房具の調達 

⑥ 印刷業者への発注 

【住民の広い参加のもと開催します】 

○勉強会 

・洪水ハザードマップ（地域の最大被害） 

・地域の過去の水害 

・手づくりハザードマップの作り方 

○まち歩き 

・水害のときに見えなくなる危険な場所・障害

物や、一時避難できる場所を調べます。

○ワークショップ 

（マップ作成） 

・地図を手書きで作成

します。 

○発表会 

・グループごとにマッ

プまとめの結果を

発表します。 

【STEP2の参加住民にて開催します】 

○ワークショップ（マップ仕上げ） 

・STEP２と同じグループに分かれ、グループごとに作成した複数の図面を１

枚にしたものをもとに、記載内容を確認し、グループごとにコメントを考

えて、記入します。 

○発表会 

・グループごとに、記入したコメントや、その地域での安全な行動や、情報

の取得方法などの大雨が降ったときの判断のポイントを発表し、意見交

換を行います。 

○災害避難カードの作成 

・洪水ハザードマップの情報を各自が確認し、災害避難カードとしてまとめ

ます。 

※作成したマップを各戸配布したり、公民館などみんなが見たりすることができる場所に掲示す

るなど、地域での活用方法を検討しましょう。

運営者企画会議 勉強会・まち歩き・マップ作成 

STEP 1 

STEP 1
運営者企画会議 

STEP 2
勉強会・まち歩き 
・マップ作成 

STEP ３
マップ仕上げ 

マップ仕上げ・カード作成 

（３時間ほど） （３時間ほど）

STEP 2 STEP 3 （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１日目） （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ２日目）
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STEP 1 
運営者企画会議 

   ○地域の問題を把握し、マップ作成の方針を検討します。 

   ○スムーズな運営ができるよう、マップの担当決めや参加者の確認を行います。 

   ○作成に必要な資料や物品を準備します。

ＳＴＥＰ１で話し合うこと 

①役員の 

役割分担 
○運営側の役割分担を行い、運営体制を構築します。

②参加者の 

選定と 

グループ分け

○ステップ２と３の参加者を確認します。

○参加者をグループ分けします。

○まち歩きの範囲を決めます。

③実施 

スケジュール 
○ステップ２と３のスケジュール設定をします。

→巻末にスケジュール案を掲載しています

④支援者への 

参加要請 
○支援してくれるNPOやボランティアを探し、支援のお願いをします。

⑤都市計画白図と

文房具の調達
○作成に必要な資料や備品を準備します。

○地図などの資料は、市町村にお願いします。

⑥印刷業者 

への発注
○清書や印刷までの流れを理解します。

○印刷業者を選定します。

町内会の役員が集まり、作成の方針を確認し、必要な準備

を行います。市町村には支援をお願いしましょう。

私たちで話し合います 

市町村職員 町内会役員 
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①役員の役割分担 

司 会：この取り組み全般の司会者を担当し、ワークショップの時間管理を行

います。

物品係：参加者用の資料の印刷や、ワークショップで使うペンなど文房具を調

達します。

清書係：ステップ２の後、グループごとに作成した手書きの地図を、１枚の地

図に丁寧に書き写します。ステップ３の後に、最終の１枚地図に書き

上げ、必要に応じ印刷業者と相談します。（P13-14、P16を参照してく
ださい。）

②参加者の選定とグループ分け

(１) 参加者の選定 

ステップ２とステップ３に参加する参加者を選定します。

マップづくりは、作る過程で学ぶことが多いため、地域の防災役員だけ

でなく広く地域住民の皆さまに参加を促しましょう。

PTA、老人会、婦人会、水防団（消防団）、民生委員、社会福祉協議会な
ど、既存の組織をとおして参加を依頼すると良いでしょう。

また、集める人数は取り組む地区の広さにもよりますが、おおよそ 30人～40人ほどです。

(２) グループ分け 

「班」「組」「字」などの単位を中心に、参加者をお住まいの近い方々の８名程度を１グループにして、

３～５グループほどに分かれます。

グループ分けの目安として、まち歩きをイメージしてください。会場から１時間でご自宅の周辺を歩

いて、戻ってこられる程度の範囲が、１グループとなります。

(３) グループごとの役割分担（当日集まってからでも間に合います）

  グループごとに、役割分担をします。

リーダー グループのまち歩きや話し合いの司会を担当します。 

書記 参加者から出される意見を地図に書き込みます。 

発表者 ステップ２とステップ３の最後の発表会で、作業結果を発表します。 

③実施スケジュール  
今後実施するステップ２とステップ３の日程調整を行います。

ステップ２ １時間のまち歩きがあるため、必ず日中としてください。（３時間） 

ステップ３ 屋内作業（マップ仕上げ・カード作成）のみですので、夜間でもかまいま

せん。（３時間） 

④支援者への参加要請 
 手づくりハザードマップは、様々な人と話し合いながら作成するのが特徴です。防災のNPOやボランテ
ィアの中には、市町村職員では知らないような、他地域での災害現場に精通された人がいます。また、グル

ープの話し合いをリードし、参加者から意見を引き出すのが得意な人もいます。そのような人がいれば、良

いマップ作りにつながりますので、必要に応じて、市町村職員を通じて参加を要請しましょう。

司
会

物
品
係

清
書
係

リ
ー
ダ
ー

書
記

発
表
者

Aグループ 
Bグループ 
Cグループ 

町内会役員 
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⑤都市計画白図 と 文房具の調達
参加者編手引きを人数分、印刷します。ステップ２（Ａ３両面１枚）とステ

ップ３（Ａ３両面１枚）と資料が異なりますので、ご注意ください。

さらに、ステップ２～ステップ３に掛けて、地図作りに使用する文房具を

調達します。

必ずしも新品でなくて結構ですし、市役所に協力を求めても結構です。

また、市町村役場に、洪水ハザードマップや浸水実績図といった行政が発

行している地図の提供と、手づくりハザードマップの土台となる都市計画白

図の提供を依頼しましょう。

地区役員（物品係）が用意するもの

用意する文房具など 用意する数 用意する人 

ス
テ
ッ
プ
２

必ず

必要

①手づくりハザードマップ作成手引き（参加者編）１日目 

②洪水ハザードマップ 

③サインペン 

④色鉛筆（もしくは蛍光ペン） 

参加者全員 

参加者全員 

グループに１セット 

グループに１セット 

物品係 

各自もしくは市町村 

物品係 

物品係 

あると

より

良い

⑤画板 

⑥カメラ 

⑦付箋（大きなもの） 

参加者全員 

グループに１台 

グループに１組 

物品係 

物品係 

物品係 

ス
テ
ッ
プ
３

必ず

必要

①手づくりハザードマップ作成手引き（参加者編）２日目 

②１枚に図化したもの（Ａ３） 

⑧災害避難カード（下書きのためのコピー用紙） 

⑨災害避難カード（保存用の厚紙） 

参加者全員 

参加者全員 

参加者全員 

参加者全員 

物品係 

物品係 

物品係 

物品係 

再利用

③サインペン 

④色鉛筆（もしくは蛍光ペン） 

⑦付箋（大きなもの） 

グループに１セット 

グループに１セット 

グループに１組 

（再利用） 

（再利用） 

（再利用） 

市町村職員が用意するもの

用意するもの 用意する数 備考 

ス
テ
ッ
プ
２

必ず

用意

① 都市計画白図（Ａ３版）

② 都市計画白図（Ａ１版）

参加者全員

グループに１枚

最初から、Ａ３サイズ１枚に取りまとめ

ることを想定して都市計画白図をコピ

ーしましょう。

この際に、図中に「公設避難所」「地区

全域」が必ず入るようにしてください。

ス
テ
ッ
プ
３

あると

より

良い

DVD「命を守る河川水位情報」
DVDデッキとプロジェクタ等

1台ずつ

川の状態を理解するための「水位」の見

方を学びます。

⑥印刷業者への発注 
ステップ３が終わった後、地区役員の清書係がＡ３版１枚の地図に、手書きでまとめます。

そのままコピーしてもよいのですが、印刷業者にコンピュータによる図化を依頼すると、見栄えのよい長

く使える地図となります。

ただ、図化まで依頼するとある程度の費用が発生します。できるだけ地区もしくは市町村の職員がパソコ

ンによる図化を行い、そのファイルの印刷のみを発注すると安価となります。

※モデル事業でのパソコンを使った図化は、ワード（Microsoft Word®）を使用していました。みずから守るプログラムの
インターネットサイト（http://www.pref.aichi.jp/0000025924.html）に過去の例を掲載してありますので、参考にしてくだ
さい。
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STEP 2 
勉強会・まち歩き 

・マップ作成 
 （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ１日目） 

STEP2の流れ 

①勉強会の進め方 

作成に必要な講習を、市町村職員あるいは支援者から受

けます。 

また、手引き（参加者編）を用いて、手づくりハザードマップの

作り方やスケジュールを説明します。 

勉強会で学ぶこと 

市町村職員から学ぶこと

（１） 洪水ハザードマップを学ぶ （20分）
  市町村の職員から、洪水ハザードマップや避難情報発令の仕組みの説明を受けます。

（２） 地域の過去の水害を学ぶ （20分）
浸水実績図を活用し、過去に地域で発生した水害の様子を紹介します。

地域に過去の水害をよく知る人がいれば、その人に当時の被害やその後の地域の

取り組みなどについて、お話いただきます。

自ら学ぶこと（地区役員が説明）

（３） 手づくりハザードマップの作り方を学ぶ （20分）
勉強会やまち歩き、地域で話し合った内容をどのように一枚の地図にまとめるのか、勉強します。

参加者編（Ａ３版２ページ）を両面印刷で用意して、その記載内容を参加者で読み上げます。

特に「チェック」や「ポイント」と記載されたところが、取り組みの動機や目的ですので、しっかり理

解して取り組めるようにしましょう。

60分 60分 60分 （グループに分かれる） 

住民を交えた、手づくりハザードマップ作成のスタートです。

運営者は、参加者が「自分たちの問題」として意識を持つよ

うに促しましょう。

①勉強会 ②まち歩き ③ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
（マップ作成） 

この部分は 

市町村職員に 

お願いしましょう 

市町村職員 

（60分）
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②まち歩きの進め方 

グループに分かれ、それぞれのお住まいの地域を歩い

て、大雨のときの問題や一時避難できる建物などを確認し

ます。重要な場所については写真を撮っておきましょう。 

水害の経験をもとに水の流れる方向や、溢れやすい場

所などについて積極的に意見交換しましょう。 

まち歩きのポイント 

○雨が強く降り、地域で浸水（内水）が始まり、付近の河川が増水している状況を想

像しましょう 
水害時は、足首程度の浸水でも地面付近は見えなくなり、歩行が非常に危険となります（右下図）。 

さらに雨が降り続き、雷が鳴っている。そんな状況をイメージして歩きましょう。

○避難所の位置を確認しながら歩きましょう 
避難所の位置を確認し、避難所までの経路をイメージしながら歩きましょう。 

浸水により、避難所までたどり着けないことも考えられますので、ある程度の広さがあり、比較的高台で、高い建物が

ある場所を一時避難所とすると良いでしょう。建物の管理者との話し合いなどが必要となりますが、まずは避難所の位

置をイメージしながら歩きましょう。 

○よく浸水する場所について、考えましょう 
まちを歩きながら、経験した水害を思い出したり、話し合ったりしましょう。 

特に、窪地や、水が集まる場所、最初に浸水する場所など、経験した水害を話しあい、

メモしましょう。 

（60分）

資料：一宮市洪水 

ハザードマップ 

STEP3までに、カメラで撮った写真を現像・プリントアウトします。 
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○浸水の様子や一時避難所 

地域の中で早く浸水する箇所 

 避難の際は避ける必要がある箇所です。

一方で、地域の危険を知らせる信号でもあるので、この箇所が浸水

したことを地域全体で共有できると、地域の安全確保に役立ちます。

堤防高や標高（浸水の方向） 

 堤防高や標高を意識し、水の来る方向を常にイメージしながら歩き

ます。

一時避難できそうな高い建物 

 ゼロメートル地帯など、地域全域が浸水する可能性のある地区で

は、一時避難は非常に有効です。

 洪水ハザードマップを見て、その浸水深よりも高いことを確認しま

しょう。

○避難の際に危険となる箇所 

凸部分 （浸水時に危険となる突起物） 
 浸水すると足元は見えなくなり、このような突起物はつまずく危険

があります。

凹部分 （フタの無い側溝・小河川、マンホールなど） 
 浸水して足元が見えなくなり、小河川に流されて命を落とすケース

が見られます。

 フタの空くマンホールなどにも注意してください。

水が流れている箇所 
水が溢れやすい箇所で、避難の際に足元をすくわれる可能性があり

ます。

▼5.9m 

▼2.6m 

▼2.8m 
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③ワークショップ（マップ作成）の進め方 

勉強会とまち歩きの結果を、一枚の白地図にまとめます。グ

ループのコミュニケーションを重視し、気づいたことやみんなに

伝えたいことを話し合い、白地図に手書きで記入しましょう。 

1.役割分担 
○話し合いを白地図にまとめる「書記」と、発

表会の「発表者」を決めます。

5分

2.まち歩きの 

結果まとめ 

○まち歩きで発見したことを、白地図に手書き

で記入していきます。

○手書きで書き込むことは４種類あります。運

営者編の 12ページ、もしくは参加者編の 4ペ
ージに記載されている順に記入しましょう。

30分

3.地域で 

できる 

水害対策の 

話し合い

○緊急連絡網や要援護者の支援のあり方など、

地域で取り組める減災対策を話し合います。

15分 
（全員集合）

4.発表会 

○各グループで記入した白地図をもとに、発表

会を行います。

○発表にあたっては、過去の水害の経験などを

交えて発表するように促しましょう。

10分

（60分）

STEP3までに、清書係が各グループの意見を 

１枚のマップにまとめます。 

支援者がいる場合は、 

話し合いの進行役としてグループの 

意見を引き出してもらいます 

支援者 
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2.まち歩きの結果のまとめ方 

①水に浸かりやすい場所を水色で塗りましょう

過去の水害の経験や、地形などをもとに、早く浸水する箇所

を、水色で塗り、その浸水が広がる方向を   （矢印）で描き

ましょう。流れ込む水は →（濃い青色の矢印）で描きます。  

※地域で最も早く浸水する箇所を、 ！ で描きます。 

※窪地で水が集まりやすく、天井まで浸水する恐れがある箇

所があれば濃い青色または紫で塗りましょう。（下図参照） 

②避難所を、◎ （緑の２重丸）で描きましょう

ある程度の高台で人数が集まれる広場がある高い建物を探

し、一時避難ができそうな場所があれば、○（緑の１重丸）を

描きましょう。 

③まち歩きで把握した浸水時に危険となる箇所を赤や橙色で記入し

ます

凸部分（道路上の突起物） × 

凹部分（側溝、水路やマンホール） × 

水が流れている箇所 ▲

※必ずしも全ての側溝やマンホール、河川堤防が危険

とは限りません。そうした中でも、避難途上で注意を

促す必要のあるものについて記入してください。 

④ 避難経路を → （緑の線）で描きましょう 

避難の問題点を話し合い、安全な避難経路を描きましょ

う。 

浸水が深くなる前の避難経路は     （緑・実線） 

浸水が深くなった、又は堤防決壊の後は   （緑・点線） 

3. 地域でできる水害対策の例 

緊急連絡網 

 地域の緊急連絡網を構築し、地域で自主的な呼びかけを行うことが被害を減らします。

自主避難の呼びかけの必要性やあり方 

 緊急時に地域で呼びかける仕組みを作ることで、何らかの理由で行政やテレビなどから情報が届かない場

合でも、安全を確保できます。そのための連絡体制や、呼びかけを始めるタイミングなども話し合いましょ

う。

一時避難所の所有者との利用のルールづくり 

 屋根の高さまでの浸水が予想される地域や、ゲリラ豪雨で浸水が予想される「窪地」などでは、避難に遅

れた場合のことを考えて、周辺の高層建物へ一時避難所としての協定を結ぶことが重要になります。

要援護者の支援 

 要援護者のお住まいや連絡先を把握するとともに、支援のあり方を定めておくと良いでしょう。ただし、

個人情報の観点から、マップには記載せず、町内会として別に作成しましょう。

① 

② 

③ 
④ 

① 

② 

窪地のイメージ
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STEP 2→3 １枚への図化 （担当：清書係）

ステップ２からステップ３までの間に、清書係は、グループごとに手書きで作成された

地図を、１枚の地図にまとめます。手引き（参加者編・１日目）の 4ページにある凡例に沿
って、1枚の図面にまとめてみましょう。
地図の内容はステップ３で参加者全員により確認しますので、ここでは書き漏らしのな

いように、まとめることに心がけましょう。

１枚に図化するにあたっての注意事項 
①凡例・コメント欄・タイトル欄を作りましょう 

凡例・タイトル欄を「みずから守るプログラム」のインターネットサイトからダウンロードし、図面

の隅に貼り付けましょう。（http://www.pref.aichi.jp/0000025924.html）

  ステップ３では、グループごとにコメント記入を行いますので、その枠も付けておきましょう。

②グループごとで記載内容が異なったら 

 グループ別で作業を行うため、危険箇所や早く水に浸かる箇所の記載内容が異なることがあります。

そうした場合でも、特に調整せず、まずはグループごとに異なった内容のまま清書してみましょう。

その上で、ステップ３のワークショップにおいて改めて確認を行います。

③凡例に無い項目があったら 

 手引き P12の「まち歩きの結果のまとめ方」にある①～④以外の情報が記載されている場合は、付箋
（ふせん）などその項目を個別に書き出しておきましょう。

④その他注意事項 

 話し合いの中で出された意見は、できる限り漏れなく盛り込みましょう。

電話番号や名前など、個人情報の扱いに注意しましょう。

ポンプの位置や標高など、地域の浸水に深くかかわる情報は特に強調して記載しましょう。

一時避難所の建物名や、ランドマークとなるものを記載しましょう。

※図化作業は、２～３時間程度で終わります。難しい作業ではありませんので、ぜひ挑戦してみてください。

STEP3までに、グループ数分のコピーを用意しましょう。 

まち歩きの写真を現像・プリントアウトしましょう。 

町内会役員 
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１枚に図化する際のアドバイス
① 手書きの場合 

ステップ３の作業や、その後の印刷を踏まえ、できるだけ鮮やかに丁寧に書き写しましょう。

手書きによる図化の例（岡崎市久後崎1区・2区） 

② パソコンでの場合 

  パソコンで図化について、ここではワード（Microsoft Word®）を例に簡単にご説明します。

下絵に都市計画白地図を取り込む必要がありますので、市町村役場にデータを依頼しましょう。

作業にあたってはツールバーの「図形描画」を使用します。そのうち「オートシェイプ」での線の

描画や、「図形の調整」による「頂点の編集」などを使えば、より詳細な図が描画できるでしょう。

※みずから守るプログラムのインターネットサイト（http://www.pref.aichi.jp/0000025924.html）か
ら過去の例をダウンロードして、参考にしましょう。

パソコンによる図化の例（一宮市五日市場町内会） 

ステップ２で各グループがまとめた図面 

＋ ＋ 

＋ ＋

＋ 

＋ 

1区1班 1区２班 

2区 

Aグループ Ｂグループ Ｃグループ 

Ｄグループ Eグループ 
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STEP 3 
 マップ仕上げ・ 

カード作成 
  （ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 2日目） 

STEP3の流れ 

①マップ記載内容確認の進め方 （40分） 

（１）マップ記載内容の確認 

STEP2において手書きで作成した地図が、正確に記載されているか確認します。
記載事項に漏れや不足がないか、改善することがないか確認します。

（２）コメントの記入・マップの完成 

勉強会・まち歩きの中で出された意見を、マップの空欄にコメントとして記入していきます。

現像した写真を取捨選択し、レイアウトします。

（３）発表会 

各グループでコメントを記入した地図をもとに、発表会を行います。

マップの活用方法について、話し合った結果を発表します。

発表にあたっては、できるだけ「過去の水害の経験」や「その浸水の状

況」などを交えて発表するように心がけましょう。

（４）マップ活用方法の検討 

完成したマップを地域で活用する方法を話し合います。

○これまでの実施地区で出された意見 

・全戸配布

・小学校や、公民館や地区内の医院に掲載

・防災訓練に活用       等

大雨が降ったときの安全な行動や情報の入手方法に

ついて議論を行い、ポイントを地図にまとめるととも

に、カード作成を通じて避難について考えます。

40分 65分 30分 

（最初からグループに分かれる） 

①マップ記載 

内容の確認 
②カード作成 ③意見交換 
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②カード作成の進め方 （65分）

市町村職員から学ぶこと

（１）勉強会「過去の水害事例」 

平成 27年 9月の関東・東北豪雨の鬼怒川決壊、平成 21年 8月の台風 9号に伴う兵庫
県佐用町の被害などから、事前に避難のタイミングを考えておくことの重要性を学びま

す。

（２）勉強会「災害避難カードの作成に向けて」 

自宅の水害危険性を知り、避難の必要性を理解するとともに、いつ避難を開始すれば

良いか、雨量・雨域と河川水位情報の関係、水位観測所の位置や確認方法、水位情報と

避難情報の関連、みずプロメールなどについて学習することを通じて、一人ひとりが考

えます。

参加者一人ひとりで記入する

（３）カード記入 

勉強会で学んだことを基に、一人ひとりで災害避難カードの作成に記入をしてもらいます。

河川では難しい用語も多いため、分からない事は市町村職員や支援者に積極的に質問するように促しまし

ょう。

③意見交換の進め方 （30分）

（１）意見交換 

これまでの２日間のワークショップをふまえ、大雨のときにど

んな行動をすればよいか、避難のタイミングはどうしたらよいか

など、自分や地域が取るべき行動を改めて考える場とします。

○意見交換の内容例 

・いつ避難したらよいか 

・地域の課題、地域でとるべき行動 

・実際に自分や家族は本当に避難できるか       等

（２）カードの修正 

再度、カードを見直して、必要に応じて修正を行います。

この部分は 

市町村職員に 

お願いしましょう 

ＤＶＤ「命を守る河

川水位情報」 

の上映をして、 

その代わりと 

することもできます 

市町村職員 
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STEP 3の後 最終校正 （担当：清書係）

ステップ３の実施後、町内会役員を中心に、最終校正を進めましょう。

校正のポイント 

① 「マップの確認」で出された、図面の間違いや修正に対する指摘事項を反映させましょう。 

② ステップ３で新たに出された意見を反映させましょう。 

 話し合いの中で様々な意見が出されたことと思います。それらは、大きく「特定場所の説明」「行動の

指南」「地区の課題」の３つに分けられます。それらを以下のように図面に記載していきます。

分類 具体例 記載方法 

地形・地物 ・手引きの凡例

・過去の決壊箇所

地図部分にまとめま

す。

行動を指南する 

内容 

・大雨になったら天気予報を見よう

・浸水したら外に出てはいけない

コメント欄にまとめ

ます。

地区の課題 ・水位表示板を付けよう

・連絡網を作ろう

・建物管理者と一時避難所の話し合いをしよう

図面下段に一覧にし

てまとめます。

もし、グループによって相反する意見があった場合は、逐次調整しましょう。

③ ＳＴＥＰ１で学んだ近傍の河川が氾濫したときに想定される最大の浸水深を記載します。

④ カード作成で学んだ、水位計の「名称」「水位」等の情報を書き込みましょう。

市町村の「洪水ハザードマップ」の記載内容  
大雨時の川の危険度を知るために有効な「水位」

について、マップに盛り込み、マップを見た人が

水位に関心を持ってもらえるようにしましょう。

※右図は尾張地方の一例です。「河川名」や「水位

の取得方法」を修正して使用ください。

⑤ これで手づくりハザードマップの完成です。 

文字の校正や記号の位置などを確認して、完成です。

もし分からないことがあったら、他地区での事例を参考に仕上げましょう。

※みずから守るプログラムのインターネットサイト（http://www.pref.aichi.jp/0000025924.html）を参照ください。

余裕があったら ～マップに描き切れなかった「思い」を裏面にまとめましょう～ 
裏面は現在白紙になっていますが、より地域に根付くマップへとするために、ぜひ活用してみましょう。

過去のモデル実施地区では、以下のような内容がまとめられました。

○地域の水害史や被害の写真 （新城市豊島地区・安城市藤野地区・一宮市五日市場町内会）

○ひ門閉鎖にかかる町内会役員の対応と住民行動 （新城市豊島地区）

○地域の情報連絡網 （新城市豊島地区）

○水位や雨量を閲覧できるホームページＵＲＬ （大府市石ヶ瀬自治区）

町内会役員 
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参考：ワークショップのスケジュール案

■第１回ワークショップ（ステップ２） 

時間 内容 担当

開会 0:00 あいさつ 町内会役員

市職員

（支援者）

勉強会 0:10 洪水ハザードマップの内容を学ぶ

地域の過去の水害を学ぶ

市町村職員

手づくりハザードマップの作り方を学ぶ 町内会役員

まち歩き 0:55 （グループに分かれる）

まち歩きのコース確認

各グループ、（支援者）

1:00 まち歩き

1:50 会場に帰着・休憩

ワーク

ショップ

（マップ作成） 

2:00 ・早く水に浸かる箇所やまち歩きで把握した危険

箇所を地図に描き込む

・避難の際の危険や注意事項について、話し合い

各グループ、（支援者）

2:45 （全員集合）

全体発表会

各グループの発表者

（講評） 2:55 全体講評 （支援者）

閉会 3:00 あいさつ、次回のスケジュール確認 地区役員

司会進行：地区役員

■第２回ワークショップ（ステップ３） 

時間 内容 担当

開会 0:00 あいさつ 町内会役員

ワーク

ショップ

（マップ仕上げ）

0:05 本日の作業内容説明 市町村職員

0:15 （グループに分かれる）

・地図の内容確認

・コメントの検討・記入

各グループ、（支援者）

0:55 （全員集合）

・全体発表会

各グループの代表者

1:10 ・地図の活用方法の検討 全員

休憩 1:20 休憩

災害避難カード

作成

1:30 勉強会「過去の水害事例」 市町村職員

1:50 勉強会「災害避難カードの作成に向けて」 市町村職員

2:15 カードに必要項目を記載

2:25 意見交換 各グループ、（支援者）

2:55 全体発表会

閉会 3:00 あいさつ 町内会役員

司会進行：地区役員
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参考：一宮市五日市場町内会の例
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※市町村が作成して公表している「洪水ハザードマップ」には、最大浸水深や水位計の位置、水位の見方、 

 などといった重要な情報が記載されています。こうした情報は、ぜひこのマップにも転記して下さい。 

ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ

○
．
○
ｍ

○
○
川

（
想
定
最
大
）

○
．
○
ｍ

地
域
の
最
大
浸
水
深

　
※
V
e
r.
2
.0
に
追
記
項
目
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参考：災害避難カード（記入例）
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参考：災害避難カード 



手づくりハザードマップの 

作成を終えた町内会へ 

「手づくりハザードマップ」の取り組みは、いかがでしたか？ お住まいの

地域の水害危険性を知り、地域防災力向上の一助になったでしょうか。 

これを機に正しい”判断” ”行動”を取れるように、「大雨行動訓練（避難判断
編）」を実施してはいかがでしょうか。 

作成：平成30年1月 

発行：愛知県建設部河川課 
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